












（０３） あこがれゆきし 夢のかよひ路 ―明治３０年代―
（０４） 霊の鏡 ―明治４０年代から大正の初めまで―





























































































































































































































おほからん 我罪せむる ことの葉を 聞かばたふとき 教えとおもはん 










  いばらおろす 柔手はなしや 桂とは かねておもひも かけぬ額より 
  血よけぶれ 額はさながら 牲卓 棘おろさん やは手たのまじ 











































































































































































































































































































































（５） 角川書店「新編国歌大観 第一巻 勅撰集編索引」２５頁に「あこ（く）が
れ」に発想を持つ歌が７８首挙げられている
（６） 小堀桂一郎「鷗外選集 第十巻」（１９７９年８月 岩波書店） 解説
（７） 岡井隆「鷗外・茂吉・杢太郎 ‐「テエベス百門」の夕映え」（書肆山田）２８７
頁



























（１９）森茉莉「父の帽子」（１９７５年 筑摩書房 ９頁）旧字旧仮名を新字新仮名に改 
めた 
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